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園―

一
三
〇
年
の
伝
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と
創
造



今
年
、
平
成
十
七
年（
二
〇
〇
五
）は
、
明
治
八
年（
一
八
七
五
）に
跡
見
学
校
が
開
か
れ
て
よ
り
ち
ょ
う
ど
一
三
〇
年
と
な
り
ま
す
。
こ
の
記

念
す
べ
き
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
、
跡
見
学
園
に
ゆ
か
り
あ
る
、
す
べ
て
の
皆
様
方
と
と
も
に
、
心
よ
り
喜
び
祝
い
あ
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

か
え
り
み
れ
ば
、
跡
見
学
園
が
今
日
あ
る
の
は
、
明
治
維
新
と
第
二
次
世
界
大
戦
と
い
う
二
つ
の
激
動
す
る
社
会
を
そ
れ
ぞ
れ
に
見
据
え
、

そ
こ
に
女
子
教
育
の
重
要
性
が
あ
る
こ
と
を
注
視
し
て
い
ち
は
や
く
そ
の
実
現
の
任
に
当
た
ら
れ
、
ま
た
そ
れ
を
受
容
し
て
研
鑽
を
重
ね
て
こ

ら
れ
た
、
先
人
た
ち
の
大
い
な
る
情
熱
と
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
皆
様
に
感
謝
の
誠
を
献
げ
ま
す
。

私
は
縁
あ
っ
て
昭
和
六
十
二
年（
一
九
八
七
）に
理
事
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
日
本
経
済
は
厳
し
さ
を
増
し
、
少
子
化
が
進
ん
で
教
育
界

は
生
き
残
り
策
を
求
め
努
力
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
状
況
は
今
日
も
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
当
学
園
は
施
設
・
設
備
の
改
善
、
教
育
内
容
の

充
実
、
組
織
機
構
の
改
革
と
一
体
化
な
ど
を
は
か
っ
て
今
日
に
至
り
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
短
期
大
学
部
改
革
に
と
も
な
う
大
学
の
学
科
増
設
、

そ
し
て
大
学
院
の
新
設
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

跡
見
学
園
の
今
後
の
発
展
が
期
待
さ
れ
る
今
、
学
園
の
足
跡
を
確
か
め
て
指
針
を
明
ら
か
に
す
べ
く
、
こ
こ
に
学
園
史
を
上
梓
す
る
こ
と
と

い
た
し
ま
し
た
。
学
園
関
係
者
は
も
と
よ
り
、
広
く
跡
見
学
園
に
お
心
を
寄
せ
て
く
だ
さ
る
方
々
が
、
こ
の
一
書
に
よ
っ
て
御
理
解
を
深
め
て

く
だ
さ
れ
ば
幸
い
で
あ
り
ま
す
。

創
立
一
三
〇
年
を
迎
え
て

跡
見
学
園
理
事
長
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学
生
寮
の
移
転
と
跡
見
学
園
学
生
寮
の
開
寮　

│
212

　
　

⑷　

一
八
歳
人
口
の
急
増
・
激
減
の
た
め
の

　
　
　
　
　

臨
時
的
定
員
増
へ
の
方
策　

│
214

　
　

⑸　

和
田
英
道
学
長
の
就
任　

│
215

　
　

⑹　

新
図
書
館
の
完
成　

│
216

　
　

⑺　

海
外
語
学
研
修
の
実
施　

│
218
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⑻　

短
期
大
学
お
よ
び
他
大
学
と
の

　
　
　
　
　

単
位
互
換
制
度
の
発
足
と
交
流
の
促
進　

│
220

　
　

⑼　

新
館（
現
二
号
館
）の
完
成　

│
221

第
三
部　

総
合
女
子
教
育
機
関
と
し
て
の

　
　
　
　

現
在
と
未
来

一　

新
し
い
学
園
造
り
を
め
ざ
す　

│
法
人　

│
229

　

１　

跡
見
純
弘
理
事
長
就
任　

│
229

　

２　

跡
見
花
蹊
生
誕
一
五
〇
年
記
念
祝
賀
会　

│
231

　

３　

総
合
施
設
拡
充
計
画　

│
233

　

４　

学
園
規
程
の
整
備　

│
235

　

５　

Ｏ
Ａ
化
の
推
進　

│
236

　

６　

理
事
長
の
企
業
訪
問　

│
237

　

７　

学
園
将
来
構
想
の
策
定　

│
239

　

８　

広
報
委
員
会
の
設
置　

│
244

　

９　

創
立
一
二
〇
周
年
記
念
式
典　

│
245

　

10　

四
週
六
休
制
度
の
導
入　

│
247

　

11　

学
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
構
築　

│
248

　

12　

進
学
説
明
会
・
就
職
懇
談
会
の
開
催　

│
250

　

13　

職
員
人
事
の
一
本
化　

│
252

　

14　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
結
成　

│
253

　

15　

跡
見
花
蹊
記
念
奨
学
金
制
度
・

　
　
　
　

跡
見
学
園
育
英
資
金
制
度
の
ス
タ
ー
ト　

│
259

　

16　

一
三
〇
周
年
記
念
事
業　

│
260

二　

飛
躍
へ
の
助
走　

│
中
学
校
高
等
学
校　

│
264

　

１　

旧
校
舎
の
解
体
か
ら
新
校
舎
の
建
設
へ　

│
264

　

２　

竣
工
し
た
新
校
舎　

│
265

　

３　

跡
見
講
堂
の
竣
工　

│
267

　

４　

小
岩
井
篤
校
長
の
就
任　

│
269

　

５　

海
外
語
学
研
修
の
発
足　

│
271

　

６　

目
黒
信
夫
校
長
の
就
任　

│
272

　

７　

パ
ソ
コ
ン
実
習
室　

│
274

　

８　

生
徒
の
活
動（
昭
和
六
十
一
年
度
以
降
）　

│
274

　

９　

川
島
宏
校
長
の
就
任　

│
277

　

10　

新
た
な
行
事　

│
278

　

11　

新
た
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム　

│
279

　

12　

中
学
入
試
の
変
遷（
平
成
以
降
）　

│
282

　

13　

平
井
毅
校
長
の
就
任　

│
283

三　

短
期
大
学
部
の
向
か
う
と
こ
ろ　

│
284

　

１　

企
画
会
議
の
発
足　

│
284

　

２　

大
学
と
の
単
位
互
換
協
定　

│
285
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３　

大
学
へ
の
優
先
編
入
学
制
度　

│
285

　

４　
「
跡
見
学
園
女
子
大
学
短
期
大
学
部
」　

│
286

　

５　

短
大
設
置
基
準
の
大
綱
化　

│
287

　

６　

自
己
点
検
・
自
己
評
価
の
実
施　

│
288

　

７　

入
試
制
度
改
革　

│
289

　

８　

図
書
館
利
用
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大　

│
290

　

９　

短
期
大
学
部
の
生
涯
学
習　

│
291

　

10　

教
員
組
織
の
改
変　

│
292

　

11　

Ａ
Ｏ（
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ズ
・
オ
フ
ィ
ス
）入
試　

│
293

　

12　

第
八
代
学
長　

臼
田
紘
の
教
育
改
革　

│
293

　

13　

第
九
代
学
長　

山
﨑
一
穎
の
教
育
改
革　

│
295

四　

新
た
な
大
学
像
の
模
索
へ　

│
298

　

１　

飯
島
周
学
長
の
就
任　

│
298

　

２　

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
の
導
入
と

　
　
　
　

大
学
入
学
試
験
の
多
様
化　

│
299

　

３　

花
蹊
記
念
資
料
館
の
開
館　

│
300

　

４　

山
﨑
一
穎
学
長
の
再
就
任　

│
302

　

５　

新
学
部
の
設
立
構
想　

│
303

　

６　

文
学
部
の
改
組
と
新
学
科
の
設
立
構
想　

│
305

　

７　

文
学
部
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
の
開
学　

│
307

　
　

⑴　

文
学
部
人
文
学
科　

│
308

　
　

⑵　

文
学
部
臨
床
心
理
学
科　

│
309

　
　

⑶　

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科　

│
310

　

８　

花
蹊
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
と
三
・
四
号
館
の
完
成　
│

312

　

９　

大
学
院
の
開
設　

│
313

　

10　

現
在
そ
し
て
さ
か
ん
な
る
明
日
へ　

│
315

花
蹊
の
素
描
画
よ
り
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資
料
編

歌校
歌
「
花
桜
」
と
生
徒
会
会
歌
「
泉
の
歌
」　

│
321

「
紫
の
一
も
と
」
の
原
歌
詞
と
伊
藤
嘉
夫
に
よ
る
自
注　

│
326

縁
起

「
葡え

萄び

染ぞ
め

の
滝
」
縁
起　

│
328

不
言
亭
縁
起
碑
文　

│
330

構
内
図

新
座
キ
ャ
ン
パ
ス
建
物
配
置
図　

│
331

茗
荷
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
建
物
配
置
図（
昭
和
二
十
七
年
）　

│
332

茗
荷
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
建
物
配
置
図（
平
成
十
二
年
）　

│
333

目
録

記
録
・
資
料
一
覧（
史
料
編
纂
室
）　

│
334

　

Ａ　

花
蹊（
著
作
、
筆
写
、
記
事
な
ど
）　

│
334

　

Ｂ　

式
辞　

│
336

　

Ｃ　

女
・
中
・
高　

教
務　

│
337

　

Ｄ　

女
・
中
・
高　

庶
務　

│
342

　

Ｅ　

法
人　

庶
務　

│
345

　

Ｆ　

そ
の
他　

│
349

参
考
文
献
一
覧（
史
料
編
纂
室
）　

│
350

　

Ａ　

花
蹊
関
連
書
籍（
著
書
、
伝
記
、
評
論
）　

│
350

　

Ｂ　

学
園
・
花
蹊
関
係
人
物
と
そ
の
著
書　

│
352

　

Ｃ　

教
育
史
・
教
育
論　

│
354

　

Ｄ　
（
跡
見
）学
園
史　

│
355

　

Ｅ　

そ
の
他　

│
356

　

Ｆ　

雑
誌
・
定
期
刊
行
物　

│
356

跡
見
花
蹊
関
連
書
誌
一
覧（
短
期
大
学
部
図
書
館
所
蔵
）　

│
362

参
考
文
献
一
覧（
大
学
）　

│
365

　

Ａ　

学
内
刊
行
物　

│
365

　

Ｂ　

学
外
資
料（
新
座
関
係
）　

│
366

名
簿

学
校
法
人
役
員　

│
367

法
人
事
務
局
職
員　

│
373

女
学
校
教
職
員　

│
377

中
学
校
高
等
学
校
役
職
者（
昭
和
二
十
七
年
度
以
降
）　

│
379

中
学
校
高
等
学
校
専
任
教
員　

│
381

中
学
校
高
等
学
校
専
任
職
員　

│
385

短
期
大
学
部
役
職
者　

│
386

短
期
大
学
部
科
長
・
専
攻
主
任　

│
388

短
期
大
学
部
専
任
教
員　

│
390

短
期
大
学
部
専
任
職
員　

│
393

大
学
役
職
者　

│
397

大
学
学
科
主
任
等　

│
402
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大
学
教
員　

│
403

大
学
職
員　

│
406

女
学
校
〜
高
等
学
校
卒
業
者
数　

│
411

短
期
大
学
部
卒
業
者
数　

│
412

大
学
卒
業
者
数　

│
412

略
年
表　

│
413

理
事
会
決
議
録
に
お
け
る
女
子
大
学
校
舎
建
設
等
に

　

係
わ
る
経
費
等
に
つ
い
て　

│
443

一
九
七
七
〜
二
〇
〇
二
年　

建
物
関
係
年
表　

│
441

主
要
写
真
・
図
表
一
覧　

│
444

　
　

編
集
後
記　

│
446

コ
ラ
ム

　

花
蹊

│
尊
攘
派
女
志
士　

│
22

　

一
三
歳
の
女
弟
子
の
御
前
揮
毫　

│
32

　

漱
石
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
と
跡
見　

│
45

　

跡
見
の
紫
は
「
い
け
え
び（
活
海
老
）」
色　

│
50

　
「
話
の
泉
」
に
登
場
し
た
跡
見
女
学
校　

│
104

　

観
世
寿
夫
の
指
導　

│
130

　

匠
の
卵　

│
146

　

キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
出
土
し
た
縄
文
土
器　

│
178

　

キ
ャ
ン
パ
ス
を
彩
る
花
　々

│
199

　

跡
見
学
園
女
子
大
学
の
桜　

│
224

　
「
ご
き
げ
ん
よ
う
」
に
つ
い
て　

│
270

 

本
文
基
本
デ
ザ
イ
ン　

Ｂ
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装
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ケ
イ

花
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り




